
令和３年度第３回理事会議案書 

日   時   令和３年７月３０日（金）午後７時００分より 

場   所   あさぶ商店街事務所 

出 席 理 事    理事長  稲川正勝 

   副理事長 佐藤典子 

   副理事長 劔物 忍 

   専務理事 木村 弘 

   理  事 井上尚謙 

   理  事 生嶋宏治 

 

欠 席 理 事 理  事 内平純一 

   理  事 柏崎辰徳 

 

事 務 局 奈良  正 彦 

  

会 議 次 第  １、開  会： 

２、挨  拶：理事長 

 

議 題  １、組合状況 

   ２、第三者委員会設置と弁護士との契約 

３、令和３年度第１四半期決算と道特別支援金への応募 

４、その他 

 

   ＊【説】印は説明予定者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亜麻の花咲く手づくりの街 

麻 生 商 店 街 振 興 組 合 

 

 



１．組合・組合員状況 

 Ⅰ．報 告 事 項 

１ 組合員 

○ 組合員数：８４件＊７月１日現在 

○ 入 会 ： からあげ金と銀（８月１日付入会）麻生町 3丁目９－８ 

○ 退 会 ：  

２、会議、会合 

７月５日 第三者委員会委員の委嘱 

７月２４日 麻生地区資源回収 

 

３、駐車場看板の募集 

○問い合わせ 0件  

 〇駐車場看板改修 

○6月末で 1件解約(あさぶ商事 月額 3,300円) 

 

４、商店街街区新規開店、閉店 

○新規開店： Crescent（北 40 西 5 元タピオカ店）7 月 15 日開店 

○閉 店 ：  

 ＊開店、閉店など、情報提供をお願いいたします。 

 

Ⅱ．社会貢献事業（対象事業は、防犯カメラ、災害備品倉庫その他） 

〇防犯カメラ  7月 26日りあん前カメラ（22日発生の東光ストアーでの強盗

傷害事件） 

 7月 28日五叉路周辺 4台(26日発生の公然わいせつ事件) 

 

Ⅲ．地域活性事業（対象事業は、パークゴルフ、ボウリング、三世代、あさぶ夏祭り、亜麻そば会食、亜麻

そば乾麺、おすそわけ、あさぶー、おてらくご、あさぶらっと、その他） 

〇あさぶ夏まつり  中止 

 

Ⅳ．情報発信事業（対象事業は、ホームページ作成、五叉路その他） 

〇ホームページは順次更新。 

〇五叉路第２２６号（８月発行）別紙参照 

Ⅴ．環境整備事業（対象事業は、駐車場、看板、古紙回収、まちの灯り、花いっぱい、亜麻栽培その他） 

〇７月８日、駐車場看板下花壇への植栽。 

 ○駐車場看板改修工事は８月上旬に工事予定 

Ⅵ．街区振興事業（対象事業は、りあん、市商連他の補助事業その他） 

〇災害備品倉庫の収納品見直し 

 日程調整中 

 



Ⅶ．女 性 部（対象事業は、全般） 

○＜企画書参照＞災害時に「ＦＭアップルで麻生地域の災害情報を発信」する 

○＜企画書参照＞「(仮称)いのちの地図『麻生地区防災マップ』」作成に向けて 

Ⅷ．その他（その他） 

〇7月 24日 麻生地区資源回収 

○事務所お盆休み 8月 13(金)～15日(日) 

２、第三者委員会設置と弁護士との契約 

〇第三者委員会委員として下記弁護士に委嘱 

 鹿角健太 弁護士(札幌弁護士会) 

 横山和樹 弁護士(札幌弁護士会) 

第三者委員会設置に関して、7月 5日に打ち合わせ実施、内容は別紙（asabu536.xsrv.jp

に掲載）  

 費用 １名あたり着手金１１万円(税込み)、意見書提出の報酬５万５千円(税込み) 

 契約書は別紙、7月 30日までに着手金支払い 

 

３、令和３年度第１四半期決算と道特別支援金への応募 

○本年度第１四半期では、収入 7,894,460 円に対し経費は 10,721,317 円であり、純損

益はマイナス 2,826,857 円となっている。平成 31 年と比較すると収益合計では

3,068,899円、とくに駐車場収入で 2,686,920円のマイナスとなっている。 

 
  北海道では以下の通り特別支援金 10万円の支給事業を実施しているので、 

 これに応募したい。 

平成 31年度 5月売上 令和 3年度 5月売上 減少割合 

3,974,078円 2,367,248円 40.4％ 

平成３１年(A) 令和３年(B) 差額(H31-R3)(C) C/A

10,963,359 7,894,460 3,068,899 28%

駐車場収入 9,124,850 6,437,930 2,686,920 29%

りあん収入 629,568 284,500 345,068 55%

賦課金収入 596,000 610,000 -14,000 -2%

看板収入 180,000 207,900 -27,900 -16%

その他 432,941 354,130 78,811 18%

平成３１年(A) 令和３年(B) 差額(H31-R3)(C) C/A

10,884,708 10,721,317 163,391 2%

駐車場経費 4,333,364 4,441,459 -108,095 -2%

りあん経費 794,231 743,562 50,669 6%

五叉路経費 555,000 555,000 0 0%

女性部経費 35,371 46,589 -11,218 -32%

一般管理費 4,843,479 4,815,559 27,920 1%

その他 323,263 119,148 204,115 63%

4/1～6/30

収益合計

4/1～6/30

経費合計



 



次回理事会予定   ８月 26日(木曜日) 19時～ 

    

 
 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〈企画提案書〉 2021（令和３）年 ７月 26日 記録者（西本） 
 

１．企画タイトル 災害時に「FM アップルで麻生地域の災害情報を発信」する 

 

２．開催目的 ・災害時の情報発信に向け、全国放送よりきめ細かな地域情報の提供が可能なローカル

ラジオ放送を活用し、生命を守る取り組みにつなぐ。 

※效果 

・安否情報、避難所や給水所の速報など、災害発生後のコミュニティに欠かせない

正確な情報を提供できる。 

・ラジオは、リスナーから届いた情報を交えながら、双方向型の情報発信を行うこ

とが可能。災害が発生した際、リスナーの生の声をラジオで取り上げることによ

り、地域のリアルな被災状況を把握できる。 

３．参加呼びかけ 〈対象〉 麻生地域の方 

４．広 報 〈掲載等〉※要○印 

• りあん通信 ・ 5 叉路 ・ ちらしポスティング 

• その他（ チラシ ） 

５．具体的な内容 ①内容 

・地域の方に無料のインターネットラジオ聴取アプリ「TuneIn Radio」または

「Fstream」をダウンロードしてもらうように呼びかける 

・週 1 回、FM アップルで番組を持ち地域の方に聞いてもらうよう促す

放送は、生放送、録音、オンラインでの可能 

・災害時は FM アップルさんの方で無料で麻生の情報を提供してもらえる 

②実施（開催）時期 

・FM アップル番組開設（   月～） 

③場所 ・FM アップル（豊平区平岸） 

 

６．今後の対応･

取り組み 

〈だれが、どのように進めるのか。役割分担など〉 

・商店街としての取り組み担当 （    ） 

・FMアップルとの連絡窓口   （    ） 

・災害時の地域の情報収集方法を構築（     ） 

７．予 算 • 毎月、１万円 

• チラシ印刷費 （３５００部 約 9,000 円） 

８．決 算 〈実施後に記入〉 

 

９．今後に向けて 〈実施後、申し伝え事項など〉 

 

１０．その他 〈チラシ等がある場合は添付〉※要○印 

• ある ・ 作成予定 ・ ない 

 

「あさぶ商店街」関連・活動確認シート 

 



2021年７月 29日 

■「（仮称）いのちの地図『麻生地区防災マップ』」作成に向けて 

1．目的 

2011年東日本大震災から 10年、また、2018年北海道胆振東部地震から 3年が経過しま

す。大切な生命を守るために、先の教訓を忘れず、携帯電話の充電ができる場所など、

身近な地域の緊急対応先などが盛り込まれた新たな「麻生地区防災マップ」を、麻生ま

ちづくり協議会、麻生連合町内会等の皆さまと一緒に作成し、さらに安心のまちづくり

につなぎたいと思います。 

 

2．作成、発行団体 

･麻生まちづくり協議会、麻生連合町内会、麻生商店街振興組合（女性部） 

 

3．期間：7月～12月（遅くても 2022年 3月完成） 

 

4．具体的なすすめ方、内容 

･①麻生まちづくり協議会、麻生連合町内会、麻生商店街振興組合（女性部） 

より、各 1～2名参加のもと、「麻生地区防災マップづくりプロジェクト」を 

設置し、当プロジェクトを中心にすすめる。 

メンバー：北健治（麻生まちづくり協議会） 

/田中巌、山川吉春（麻生連合町内会） 

       /佐藤典子、西本香奈江（麻生商店街振興組合女性部） 

   

②「麻生地区避難所マップ」を活かし、「いのちの地図 平岸地区防災マップ」を参考に、

胆振東部地震を振り返り、例えば、携帯電話充電スポットなど、災害時に必要な情報を

盛り込んだ「麻生地区防災マップ」を作成する。 

  

③マップは麻生地区全戸配付（約 10,000世帯） ※印刷 13,000部 

 

5．経費（見込み） 

 ・マップ デザイン      （５５，０００円） 

・Ｂ３、13,000部、ラクスル印刷（約１２万円 ） 

・折り             （約２５，０００円） 

・会議費ほか         （約３万円） 

 

 

計２３万円 

三者で応分負担 



6．今後の流れ 

  2021年 

    7月 ・第 1回マップづくりプロジェクト（7/29） 

       参加者：北、田中、山川、佐藤典、西本  

企画内容の確認、地図に掲載したい場所などの確認、絞り込み 

※地震防災の観点で考える 

「給水場所、携帯電話充電スポット、避難場所、発電機設置場 

所、ガソリンスタンド（災害時対応）、災害時用自動販売機、 

  コンビニ、トイレ付き公園、公園（避難場所）、地域の防災 

倉庫、病院？、AED？」 

    8月 ・白地図、掲載項目 調査資料準備 

    9月 ・連合町内会 会長会議（9/7）で報告 

.・各町内会にて調査 

.・第 2回マップづくりプロジェクト（   ） 

   10月 ・まとめ 

   11月 ・仕上げ 

   12月 ・マップデザイン依頼  完成 

  2022年 

    1月 ・配付 

   

7．課題 

 ・掲載事項の情報集め 

 ・マップ全戸配付の仕方 

 ・その他、マップの設置場所 

 


